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第２８５回幹事会議事要旨 

 

日 時 令和元年１２月１９日（木）１３：３０～１６：００ 

場 所 日本学術会議大会議室 

出席者 （会 長）山極 壽一 

（副会長）三成 美保、渡辺 美代子、武内 和彦 

（第一部）町村 敬志、橋本 伸也、久留島 典子 

（第二部）石川 冬木、武田 洋幸、丹下 健 

（第三部）大野 英男、徳田 英幸、高橋 桂子、米田 雅子 

 

（事務局長）福井 仁史 

（事務局次長）荒木 潤一郎 

（ 課 長 等 ）阿蘇 隆之、酒井 千冬、高橋 雅之、犬塚 隆志、市川 恭子 

 

審議事項等 

１ 前回議事要旨の確認が行われた。 

２ 以下の公開審議が行われた。 

(1) 提言「ハッブルの法則の改名を推奨するＩＡＵ決議への対応」インパクト・レポー

トについて確認した。 
(2) 令和元年度フューチャー・アースに関する国際会議について、代表者の派遣及び外

国人招へい者を決定した。 
(3) 令和２年度第１四半期における学術フォーラム及び土日祝日に講堂を使用するシ

ンポジウム等につき決定した（２件の学術フォーラム、５件のシンポジウム等。）。 
(4) 14 件のシンポジウム等の開催及び３件の国内会議の後援について決定した。 
３ その他事項として、今後の幹事会等の開催日程について確認した。 

４ 以下の非公開審議が行われた。 

(1) 分野別委員会における分科会委員（特任連携会員）（追加１件）を決定した。 

(2) 若手アカデミー分科会の委員（特任連携会員）（追加４件）を決定した。 

(3) 外部委員候補者の推薦について承認した。 
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